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1. はじめに 

インターネットや IoT デバイスの普及により，コンテン

ツを視聴する手段が多様化している．よりよい視聴環境の

実現に向け，コンテンツ提示におけるデバイスの利用方法

の検討が求められる．これまでに Hybridcast の端末連携仕

様[1]を利用し，IoT デバイスと連携して放送コンテンツを

再生する放送・IoT 連携アーキテクチャが提案されている

[2]．放送・IoT 連携アーキテクチャ[2]は 1 台のテレビを中

心とした機器の連携を実現する構造である．しかし，屋外

でスマートフォンを使う場合や，部屋ごとに複数のテレビ

がある場合など，1 台のテレビのみを中心として，コンテ

ンツの受信，提示を制御する機能では不十分となる． 

そこで我々は，複数台のテレビはもとよりあらゆるデバ

イスに組み込まれることを想定したコンテンツ提示システ

ムを検討している．あらゆるデバイスを対象とするため，

メーカーやデバイスに寄らない仕組みの提案が求められる．

また，これまで直接コンテンツ提示の対象でなかったデバ

イスも対象とでき，たとえば触覚デバイス[3]などの制御を

対象とすることでアクセシビリティの向上も期待できる． 

本稿では，多くの課題のうちデバイスの制御機能に着目

し外部アプリケーションとの連携を容易に実現する手法に

ついて述べる．例えば受信機自身の選局といったデバイス

自身の制御における統一的な仕組みを実現し，外部アプリ

ケーションとも連携することでコンテンツ情報やユーザ情

報などに応じた自律的なコンテンツ提示が可能となる．想

定されるユースケースやシステム要件のうち，特に自律制

御の課題を解決するシステム要件のすべてを満足する受信

機制御モジュールを備えたコンテンツ提示システムのアー

キテクチャを提案する．同アーキテクチャに基づくテレビ

受信機の自律制御システムも試作し動作検証を行った．  

 

2. 自律制御に向けたコンテンツ提示システムのア
ーキテクチャ 

自律制御の課題に向けたユースケース，システム要件を

整理し，受信機アーキテクチャ，およびデバイスに組み込

む受信機制御モジュールを検討する． 

2.1 ユースケース 

あらゆるデバイスでのコンテンツ提示におけるユースケ

ースのうち，特に自律制御に向けたコンテンツ提示システ

ムに関するユースケースを紹介する．  

 

 (1) 移動や状況に応じた適切なデバイスでのコンテンツ提

示 

コンテンツを視聴する人物が視聴する部屋内や部屋間を

移動する状況に際して，最も適切なデバイスがコンテンツ

を提示する(図 1)． 

 

(2) 視聴する人物，デバイス，状況に合わせたコンテンツ

提示 

どの人物がどのデバイスを利用しているかを把握するこ

とで想定できる状況に合わせて適切なコンテンツを提示す

る． 

2.2 システム要件 

本節では，2.1 節で紹介したユースケースを満たすよう

に整理されたシステム要件のうち，特に自律制御に向けた

コンテンツ提示システムに関する要件について紹介する． 

 

要件1: テレビだけでなく，スマートフォンやタブレッ

ト端末，IoT 機器などあらゆるデバイスに導入可能

なこと． 

要件2: 地上放送や衛星放送，インターネット経由のメ

ディアストリーミングなど，コンテンツのメディ

アに制限なく適用でき，導入されたデバイスで再

生可能なメディアを把握できること． 

要件3: 再生中や停止中といった現在の状況を把握し，

デバイス自身でコンテンツの選択，遷移，再生な

どが可能なこと． 

要件4: 人物とデバイスの位置関係や，人物やデバイス

の状況などを把握するといった，外部機能と連携

可能なこと． 
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図 1 移動や状況に応じた適切なデバイスでのコ

ンテンツ提示の概念図 

 

 

図 2 提案受信機アーキテクチャ 
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2.3 提案受信機アーキテクチャ 

2.2 節で整理した要件について，一部を実現するシステ

ムや規格は存在するが，すべてを満足するものは提案され

ていない．例えば人の位置移動を考慮したデジタルサイネ

ージ[4]は要件 3，要件 4 を実現するが，放送に対し適用で

きず要件 2を満たさない． 

そこで， 2.2 節で整理したシステム要件のすべてを満足

するような受信機アーキテクチャを検討した(図 2)．提案

アーキテクチャは，デバイスごとの構成の違いを抽象化す

る図 2 の受信機制御モジュールを特徴とする．受信機制御

モジュールがメディアプレイヤーやチューナーを抽象化す

ることで，テレビだけでなくあらゆるデバイスに導入でき

る．デバイスにインストールされた外部アプリケーション

は，受信機制御モジュールにより再生可能なメディアやコ

ンテンツの再生状況の把握，コンテンツの遷移などを実施

する．外部アプリケーションが外部システムと連携するこ

とで，人物やデバイスの位置関係などを把握する外部機能

と連携したアプリケーションを作成可能である． 

3. システムの試作検証 

提案受信機アーキテクチャの検証へ向け，本アーキテク

チャをソフトウェア実装するとともに，それを用いた 2.1

節のユースケース(1)の一部を実現するテレビ受信機の自律

制御システムを試作した(図 3)．ユースケース(1)の一部と

して，部屋間のテレビによる人物の移動に応じたコンテン

ツ提示を実現する． 

受信機制御モジュールはライブラリとして市販の

Android TVTM である TV-(1)，TV-(2)に実装した．TV 制御

アプリケーションは Android OS 上で直接動作するネイテ

ィブアプリとして実装した．TV 制御アプリケーションは

ライブラリである受信機制御モジュールからテレビ受信機

内のチューナーを制御可能であり，また外部システムの検

出結果を HTTPにより取得し利用する． 外部システムであ

る人物検出システムは Web カメラにより撮影した映像か

らデータセット COCO[5]により学習した YOLOv3[6]を用

いて人物を検出する．TV 制御アプリケーションは検出結

果から，自身の制御すべき地上デジタル放送のチャンネル

を把握し，提案する受信機制御モジュールを利用して自身

のチューナーを制御する． 

以上の動作により，人物を検出したテレビが自身を制御

することで，部屋間のテレビによる人物の移動に応じたコ

ンテンツ提示を実現する．試作したシステムの写真を図 4

に示す． 

4. おわりに 

本稿では，コンテンツ提示システムのうち，自律制御の

課題に着目し，コンテンツ情報やその他の外部から得られ

る情報を基に受信機が自律的に制御を実施しコンテンツを

再生できるコンテンツ提示システムのアーキテクチャを提

案した．提案アーキテクチャに基づくテレビ受信機の自律

制御システムを試作し動作検証も行った． 

今後の課題として，同アーキテクチャに基づく受信機同

士の連携や，伝送路の抽象化があげられる．これらの要件

を検討し，コンテンツ提示システム全体の汎用性をさらに

高め，あらゆるデバイスによる新たなコンテンツ表現の実

現を目指していく． 
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図 3 テレビ受信機の自律制御システム 

 

図 4 試作テレビ受信機システム 
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